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　 龍谷大学・龍谷大学 短期大学部
　

2022年度　Syllabus（講義概要・授業計画）用紙 管理番号：Y001056010
科目名 最適化の数理Ⅱ サブタイトル 　
対象学部 先端理工学部,数理・情報科学課程,知能情報メディア課程,環境生態工学課程,機械工学・ロボティクス課程,応用化学課程,電子情報通信課程
開講曜講時 ４Ｑ　木１ 配当年次 3年次～4年次

開講キャンパス 瀬田 担当者（カナ氏名） スワ　ハルヒコ　
単位 1 担当者（漢字氏名） 諏訪　晴彦　

備考 Y1000
○

　

講義概要

サブタイトル 　

講義概要

最適化は，ある関数としてモデル化された社会現象や物理現象に対して，その値を最小化（ないしは最大化）するパラメータセットを解析する手法で
ある。例えば，製造における製品の設計，製造の効率化，製造コストの削減，環境負荷の低減などの最適化である。このような多種多様な分野の
「最適化問題」を対象とし，対象問題を数理モデル（数式）で表現し，数理的方法で解決する一連の方法を「数理最適化」と呼ぶ。

本講義では，数理計画法に焦点を当て，「線形計画法」と「非線形計画法」のモデルと代表的な解法を学ぶ。理論だけでなく例題演習を積極的に取り
入れることにより，履修者の理解促進を図る。
　
　
　

到達目標

・最適性の概念が理解できる。
・数理計画問題のモデリング、最適性の概念が理解できる。
・シンプレックス法による線形計画問題の最適解導出手順を修得する。
・非線形計画問題と微分積分学との関わりが理解でき，微分を用いた最適解の導出方法を修得する。
　
　

講義方法

・対面授業では，PowerPointスライドと板書を併用し講義を進める。 毎回の講義では，例題を解きつつ理解を深めていく。
・理解度と計算力を確認するための演習課題を実施する。
・ノートPCの持参を推奨する。
・オンライン授業の場合，Teamsによるライブ配信を実施する。
　
　

授業外学習（自主学
習（事前・事後学習
を含む））の指示

・復習を重点的に行って下さい。
・必要に応じて，これまでに習った線形代数を復習してください。
 ・補足資料は授業中で提示する「配布資料Webサイト」を参照ください。
　

系統的履修
線形代数，微積分

　

成績評価の方法

種別 割合 評価基準・その他備考

平常点 40% 講義中での演習課題や積極的に取り組む姿勢

小テスト 　 　

レポート 　 　

定期試験 　 　

その他 60% 講義期間中に達成度確認テストを実施する。

自由記載
　
　
　

テキスト

著書・編集者名 書名 出版社名 定価 ISBN

玉置久(編著) EE Text システム最適化 オーム社 2,750円 978-4-274-20162-2

穴井宏和 数理最適化の実践ガイド 講談社 2,800円 978-4061565104

　 　 　 　 　

自由記載
　
　
　

参考文献

著書・編集者名 書名 出版社名 定価 ISBN

並木誠 Pythonによる数理最適化入門 朝倉書店 3,200円 9784254128956

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

自由記載
　
　
　

履修上の注意・担当
者からの一言

毎回、出席を取り，受講態度を評価する。(原則として)欠席や遅刻はしないようにすること。
出席回数の目安は12回(80％）とする。
　

オフィスアワー・教
員との連絡方法

メールもしくはTeamsチャットでの質問を受け付ける。
（宛先は授業期間中に提示する。)
　

参考URL

参考URL名 参考URL 参考URL名 参考URL

　 　 　 　

　 　 　 　

資料 　
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　 龍谷大学・龍谷大学 短期大学部
　

2022年度　Syllabus（講義概要・授業計画）用紙 管理番号：Y001056010
科目名 最適化の数理Ⅱ サブタイトル 　
対象学部 先端理工学部,数理・情報科学課程,知能情報メディア課程,環境生態工学課程,機械工学・ロボティクス課程,応用化学課程,電子情報通信課程
開講曜講時 ４Ｑ　木１ 配当年次 3年次～4年次

開講キャンパス 瀬田 担当者（カナ氏名） スワ　ハルヒコ　
単位 1 担当者（漢字氏名） 諏訪　晴彦　

備考 Y1000
○

　

講義計画

No. 回数 担当者 学修内容 キーワード

1
1回目
　

諏訪　晴彦
　

数理最適化とは
線形計画法(LP)の概要と図解法
　

　
　

2
2回目
　

諏訪　晴彦
　

標準形と基底の概念
実行可能基準と最適基準
　

LP
　

3 3回目
　

諏訪　晴彦
　

シンプレックス法
　

LP
　

4
4回目
　

諏訪　晴彦
　

双対問題
ラグランジュ緩和の概念
　

LP
　

5
5回目
　

諏訪　晴彦
　

非線形計画法(NLP)の概要
勾配ベクトルとヘッセ行列
凸性
　

NLP
　

6
6回目
　

諏訪　晴彦
　

無制約NLP
最急降下法とニュートン法
　

NLP
　

7
7回目
　

諏訪　晴彦
　

等式制約のあるNLP
ラグランジュ未定乗数法

　

NLP
　

8 8回目
　

諏訪　晴彦
　

まとめと達成度確認テスト
　

　
　

9 　
　

　
　

　
　

　
　

10 　
　

　
　

　
　

　
　

11 　
　

　
　

　
　

　
　

12 　
　

　
　

　
　

　
　

13 　
　

　
　

　
　

　
　

14 　
　

　
　

　
　

　
　

15 　
　

　
　

　
　

　
　

16 　
　

　
　

　
　

　
　

17 　
　

　
　

　
　

　
　

18 　
　

　
　

　
　

　
　

19 　
　

　
　

　
　

　
　

20 　
　

　
　

　
　

　
　

21 　
　

　
　

　
　

　
　

22 　
　

　
　

　
　

　
　

23 　
　

　
　

　
　

　
　

24 　
　

　
　

　
　

　
　

25 　
　

　
　

　
　

　
　

26 　
　

　
　

　
　

　
　

27 　
　

　
　

　
　

　
　

28 　
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　 龍谷大学・龍谷大学 短期大学部
　

2022年度　Syllabus（講義概要・授業計画）用紙 管理番号：Y003046010
科目名 データサイエンス サブタイトル 　
対象学部 先端理工学部,数理・情報科学課程,知能情報メディア課程,環境生態工学課程,機械工学・ロボティクス課程,応用化学課程,電子情報通信課程
開講曜講時 １Ｑ　火２ 配当年次 3年次～4年次

開講キャンパス 瀬田 担当者（カナ氏名） ナカガワ　アキナリ　
単位 1 担当者（漢字氏名） 中川　晃成　

備考 Y3000
●

　

講義概要

サブタイトル 　

講義概要

自然や社会において生起する現象を考察する対象として主に数値化して取り扱うときそれは「データ」として立ち現れ、それらを解析され得る多様な
手法は「サイエンス」と呼称される。従って、その包摂は広範であるが、ここでは、いくつかの分野からデータサイエンスの適用の実例をいくつか示
す。データの解析手法とその評価や解釈について、具体的な問題への適用を通して理解することを目指す。あわせて、単なる手法論の習熟に止まら
ず、現象理解や世界解釈への貢献が本来的である点にも留意する。
なお、データサイエンスの技術的側面については、機械学習や人工知能などを主題として扱う他の科目を受講すること。

　
　
　

到達目標
データサイエンスのいくつかの適用の実例について理解できるようになる。
　
　

講義方法
講義形式で解説する。
　
　

授業外学習（自主学
習（事前・事後学習
を含む））の指示

予習は特に必要ない。講義の内容などからレポートの着想を得てその作成が必要となる（週1時間以上）。
　

系統的履修 　
　

成績評価の方法

種別 割合 評価基準・その他備考

平常点 　 　

小テスト 　 　

レポート 100% 　

定期試験 　 　

その他 　 　

自由記載
講義内容などを参考にそれぞれがテーマを選定しデータ解析を行ったレポートを提出する。

　

テキスト

著書・編集者名 書名 出版社名 定価 ISBN

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

自由記載 プリントを用意する。
　

参考文献

著書・編集者名 書名 出版社名 定価 ISBN

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

自由記載 授業中に指示する。
　

履修上の注意・担当
者からの一言

　
　
　

オフィスアワー・教
員との連絡方法

電子情報通信課程のホームページを参照。
　

参考URL

参考URL名 参考URL 参考URL名 参考URL

　 　 　 　

　 　 　 　

資料 　
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　 龍谷大学・龍谷大学 短期大学部
　

2022年度　Syllabus（講義概要・授業計画）用紙 管理番号：Y003046010
科目名 データサイエンス サブタイトル 　
対象学部 先端理工学部,数理・情報科学課程,知能情報メディア課程,環境生態工学課程,機械工学・ロボティクス課程,応用化学課程,電子情報通信課程
開講曜講時 １Ｑ　火２ 配当年次 3年次～4年次

開講キャンパス 瀬田 担当者（カナ氏名） ナカガワ　アキナリ　
単位 1 担当者（漢字氏名） 中川　晃成　

備考 Y3000
●

　

講義計画

No. 回数 担当者 学修内容 キーワード

1 第１回
　

中川　晃成
　

本講義の主眼と対象
　

　
　

2 第２回
　

中川　晃成
　

河川水理におけるデータ
　

　
　

3 第３回
　

中川　晃成
　

湖沼水理におけるデータ
　

　
　

4 第４回
　

中川　晃成
　

感染症の数理と統計
　

　
　

5 第５回
　

中川　晃成
　

地理情報データ
　

　
　

6 第６回
　

中川　晃成
　

数字で表現されないデータ（景観情報）
　

　
　

7 第７回
　

中川　晃成
　

数字で表現されないデータ（災害記録）
　

　
　

8 第８回
　

中川　晃成
　

MDL原理によるモデル選択
　

　
　

9 　
　

　
　

　
　

　
　

10 　
　

　
　

　
　

　
　

11 　
　

　
　

　
　

　
　

12 　
　

　
　

　
　

　
　

13 　
　

　
　

　
　

　
　

14 　
　

　
　

　
　

　
　

15 　
　

　
　

　
　

　
　

16 　
　

　
　

　
　

　
　

17 　
　

　
　

　
　

　
　

18 　
　

　
　

　
　

　
　

19 　
　

　
　

　
　

　
　

20 　
　

　
　

　
　

　
　

21 　
　

　
　

　
　

　
　

22 　
　

　
　

　
　

　
　

23 　
　

　
　

　
　

　
　

24 　
　

　
　

　
　

　
　

25 　
　

　
　

　
　

　
　

26 　
　

　
　

　
　

　
　

27 　
　

　
　

　
　

　
　

28 　
　

　
　

　
　

　
　

29 　
　

　
　

　
　

　
　

30 　
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　 龍谷大学・龍谷大学 短期大学部
　

2022年度　Syllabus（講義概要・授業計画）用紙 管理番号：Y003053010
科目名 応用プログラミング・演習 サブタイトル 　
対象学部 先端理工学部,数理・情報科学課程,知能情報メディア課程,環境生態工学課程,機械工学・ロボティクス課程,応用化学課程,電子情報通信課程
開講曜講時 ２Ｑ　火２ 配当年次 3年次～4年次

開講キャンパス 瀬田 担当者（カナ氏名） ナカガワ　アキナリ　
単位 1 担当者（漢字氏名） 中川　晃成　

備考 Y3000
○

　

講義概要

サブタイトル 　

講義概要

高年次に配当されている本科目では、それまでに配当の「計算機実習」、「プログラミング法・演習」、「アルゴリズムとデータ構造・演習」などで
の積み上げにもとづき、いくつかの実際的課題においての応用的なプログラミングを学習する。その際、各自が同じ結果を得るような統一的な課題で
はなく、それぞれがその能力や興味に応じて異なる成果を得るような課題設定とする。

　
　
　

到達目標
特別研究などにおいて遭遇するであろうプログラミングを必要とする実際の問題のいくつかを対象としてとりあげて、実践的にプログラミング手法を
運用する能力を身につける。
　
　

講義方法
計算機を用いた演習を行う。
（オンラインを含む開講となった場合は別途指示）
　
　

授業外学習（自主学
習（事前・事後学習
を含む））の指示

時間内に課題が終わらない場合、あるいは、より進んだ結果を出したい場合、空き時間を利用して課題に取り組む必要がある。
　

系統的履修 　
　

成績評価の方法

種別 割合 評価基準・その他備考

平常点 　 　

小テスト 　 　

レポート 100% 　

定期試験 　 　

その他 　 　

自由記載
すべての回に出席していることを前提に、課題の内容により評価する。
（オンラインを含む開講となった場合は別途指示）
　

テキスト

著書・編集者名 書名 出版社名 定価 ISBN

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

自由記載 プリントを用意する。
　

参考文献

著書・編集者名 書名 出版社名 定価 ISBN

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

自由記載 授業中に指示する。
　

履修上の注意・担当
者からの一言

　
　
　

オフィスアワー・教
員との連絡方法

電子情報通信課程のホームページを参照。
　

参考URL

参考URL名 参考URL 参考URL名 参考URL

　 　 　 　

　 　 　 　

資料 　
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　 龍谷大学・龍谷大学 短期大学部
　

2022年度　Syllabus（講義概要・授業計画）用紙 管理番号：Y003053010
科目名 応用プログラミング・演習 サブタイトル 　
対象学部 先端理工学部,数理・情報科学課程,知能情報メディア課程,環境生態工学課程,機械工学・ロボティクス課程,応用化学課程,電子情報通信課程
開講曜講時 ２Ｑ　火２ 配当年次 3年次～4年次

開講キャンパス 瀬田 担当者（カナ氏名） ナカガワ　アキナリ　
単位 1 担当者（漢字氏名） 中川　晃成　

備考 Y3000
○

　

講義計画

No. 回数 担当者 学修内容 キーワード

1 第１回
　

中川　晃成
　

pythonの基礎
　

　
　

2 第２回
　

中川　晃成
　

matplotlibによるビジュアライゼーション
　

　
　

3 第３回
　

中川　晃成
　

pandasによる表計算ファイルの扱い
　

　
　

4 第４回
　

中川　晃成
　

時系列データ処理１
　

　
　

5 第５回
　

中川　晃成
　

時系列データ処理２
　

　
　

6 第６回
　

中川　晃成
　

地理情報処理１
　

　
　

7 第７回
　

中川　晃成
　

地理情報処理２
　

　
　

8 第８回
　

中川　晃成
　

感染症の数理モデルの数値解法
　

　
　

9 　
　

　
　

　
　

　
　

10 　
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7．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目）

区
分 科目名 単位数

1年 2年 3年 4年 備考
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム
専門応用
履修要件 その他1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
基
礎
科
目

微積分及び演習Ⅰ 必修 3 ○
線形代数及び演習Ⅰ 必修 3 ○
情報基礎 必修 2 ○
プログラミング及び実習Ⅰ 必修 1 ○
情報と職業 選択 2 ○
クラウドコンピューティング演習 選択 2 ○
協定型インターンシップ 選択 2 ○
ASEANグローバルプログラム 選択 2 ○
デザインシンキング 選択 2 ○
グローバル人材育成プログラム 選択 2 ○
プロジェクトリサーチⅠ 選択 1 ○
プロジェクトリサーチⅡ 選択 2 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅰ 選択 1 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ 選択 2 ○
フレッシャーズセミナー 選択 2 ○ ＊
理工学のすすめ 選択 2 ○ ＊
数理情報基礎演習 A 随意 2 ○
数理情報基礎演習 B 随意 2 ○

専
門
応
用
科
目

微積分及び演習Ⅱ 選必 3 ○ 数学系 ＊
線形代数及び演習Ⅱ 選必 3 ○ 数学系 ＊
微分方程式Ⅰ 選必 2 ○ 数学系 ＊
微分方程式Ⅱ 選択 2 ○ ①② 数学系
集合と論理 選必 2 ○ 情報系
複素解析Ⅰ 選択 1 ○ ①② 数学系
複素解析Ⅱ 選択 1 ○ ①② 数学系
位相入門Ⅰ 選択 1 ○ ① 数学系
位相入門Ⅱ 選択 1 ○ ① 数学系
代数入門Ⅰ 選択 1 ○ ① 数学系
代数入門Ⅱ 選択 1 ○ ① 数学系
幾何入門 選択 1 ○ ①② 数学系
応用幾何 選択 1 ○ ① 数学系
物理と微分方程式及び演習 選必 3 ○ 数学系 ＊
質点系の力学 選択 2 ○ ①② 数学系
フーリエ解析及び演習 選必 2 ○ 情報系
シミュレーション及び演習 選択 2 ○ ②③ 情報系
ベクトル解析入門 選択 1 ○ ①② 数学系
現象の数理モデルⅠ 選択 1 ○ ①② 数学系
現象の数理モデルⅡ 選択 1 ○ ①② 数学系
拡散現象の数理Ⅰ 選択 1 ○ ①② 数学系
拡散現象の数理Ⅱ 選択 1 ○ ①② 数学系
波動現象の数理Ⅰ 選択 1 ○ ①② 数学系
波動現象の数理Ⅱ 選択 1 ○ ①② 数学系
確率モデル及び演習 選択 2 ○ ②③④ 情報系
データ分析 選必 2 ○ 数学系 ＊
確率統計Ⅰ 選必 2 ○ 数学系 ＊
確率統計Ⅱ 選択 1 ○ ①④ 数学系
確率統計Ⅲ 選択 1 ○ ①④ 数学系
多変量解析及び演習 選択 3 ○ ④ 情報系
機械学習Ⅰ 選択 1 ○ ③④⑦ 情報系
機械学習Ⅱ 選択 1 ○ ③④⑦ 情報系
データ構造とアルゴリズムⅠ 選択 1 ○ ③④ 情報系
データ構造とアルゴリズムⅡ 選択 1 ○ ③④ 情報系
最適化の数理Ⅰ 選択 1 ○ ③④⑦ 情報系
最適化の数理Ⅱ 選択 1 ○ ③④⑦ 情報系
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区
分 科目名 単位数

1年 2年 3年 4年 備考
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム
専門応用
履修要件 その他1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
応
用
科
目

情報処理システムⅠ 選必 2 ○ 情報系 ＊
情報処理システムⅡ 選必 2 ○ 情報系
プログラミング及び実習Ⅱ 選必 2 ○ 情報系 ＊
プログラミング及び実習Ⅲ 選必 3 ○ 情報系 ＊
数値計算法及び演習 選必 3 ○ 数学系 ＊
アルゴリズム及び演習Ⅰ 選択 2 ○ ③ 情報系
アルゴリズム及び演習Ⅱ 選択 2 ○ ③ 情報系
オブジェクト指向及び演習 選択 2 ○ ③ 情報系
グラフィックス及び演習 選択 2 ○ ②③④ 情報系
ネットワーク及び演習 選択 2 ○ ③ 情報系
言語と計算Ⅰ 選択 1 ○ ③ 情報系
言語と計算Ⅱ 選択 1 ○ ③ 情報系
プロジェクト演習 必修 2 ○
数理・情報科学の学びと社会 必修 1 ○ ㉕
数理情報演習 必修 1 ○
セミナーⅠ 必修 4 ○
セミナーⅡ 必修 2 ○
特別研究Ⅰ 必修 2 ○
特別研究Ⅱ 必修 6 ○

「必修」＝必修科目、「選必」＝選択必修科目、「選択」＝選択科目、「随意」＝随意科目（卒業要件単位に含めない）
「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認し
てください。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）「フレッシャーズセミナー」、「理工学のすすめ」は、配当年次において必ず履修登録しなればなりません。
ただし、必修科目ではありませんので、不合格であった場合も再履修する必要はありません。

2）「理工学のすすめ」は 1年次のみ履修可能です。
3）「理工インターンシップ（学外実習）Ⅰ」、「理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ」、「協定型インターンシップ」のう
ち、卒業要件単位として認められるのは 2単位までです。

4）「プロジェクトリサーチⅠ」、「プロジェクトリサーチⅡ」のうち、卒業要件単位として認められるのは 2単位までです。
5）備考欄（学修プログラム）に記載の番号は、「9．学修プログラム 一覧」および「10．設置科目（学修プログラムに含
まれる科目）」に記載の学修プログラム No. と同じであり、当該科目が含まれる学修プログラムを表しています。

6）備考欄（その他）に＊印が付された科目は、必修科目に準ずる科目です。卒業に必須ではありませんが、非常に重要な
科目ですので配当年次には必ず履修登録してください。

7）「協定型インターンシップ」の対象年次には上限があります。詳細については履修要項 WEB サイトで確認してくださ
い。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/prog.html#p03
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5．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目）

区
分 科目名 単位数

1年 2年 3年 4年 備考
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
基
礎
科
目

情報基礎 必修 2 ○
フレッシャーズセミナー 選択 2 ○
理工学のすすめ 選択 2 ○
デザインシンキング 選択 2 ○
協定型インターンシップ 選択 2 ○
ASEAN グローバルプログラム 選択 2 ○
グローバル人材育成プログラム 選択 2 ○
プロジェクトリサーチⅠ 選択 1 ○
プロジェクトリサーチⅡ 選択 2 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅰ 選択 1 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ 選択 2 ○
微分積分・演習 必修 4 ○
線形代数・演習 必修 4 ○
確率・統計 選択 2 ○
情報数学基礎 選択 2 ○
メディア処理基礎 必修 2 ○
ネットワーク基礎 必修 2 ○
プログラミング基礎演習Ⅰ 必修 2 ○
プログラミング基礎演習Ⅱ 必修 2 ○
ソフトウェア基礎 必修 2 ○
ハードウェア基礎 必修 2 ○
データ構造とアルゴリズム・演習 必修 4 ○
情報システム基礎 必修 2 ○
ディジタル信号処理 選択 2 ○ ⑤
仮想メディアシステム 選択 2 ○ ⑤
情報とセキュリティ 選択 2 ○ ④⑥
システムソフトウェア 選択 2 ○ ⑥
データベース 選択 2 ○ ④⑥
知的財産概論 選択 2 ○
情報学概論 選択 2 ○
人間工学概論 選択 2 ○
情報と職業 選択 2 ○
クラウドコンピューティング演習 随意 2 ○
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区
分 科目名 単位数

1年 2年 3年 4年 備考
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
応
用
科
目

ヒューマンコンピュータインタラクション 選択 2 ○ ⑤⑮
多様なプログラミング言語 選択 2 ○ ⑥
コンピュータビジョン 選択 2 ○ ⑤⑦
知能情報メディア演習 必修 4 ○
音声・音響メディア処理論 選択 2 ○ ⑤⑭
環境としての情報技術 選択 2 ○ ④⑤
ニューロと AI 選択 2 ○ ⑥⑦⑮
言語メディア処理論 選択 2 ○ ④⑤⑦
CG と VR 選択 2 ○ ⑤
データインテリジェンス 選択 2 ○ ④⑥⑦
ネットワーク構成論 選択 2 ○ ⑥
実践プログラミング・演習 選択 2 ○
科学技術計算・演習 選択 2 ○
画像メディア処理論 選択 2 ○ ⑤
ソフトウェア開発法 選択 2 ○ ⑥
応用アルゴリズム 選択 2 ○ ④⑥⑦
ネットワークシステム・演習 必修 4 ○
コラボレーション演習 選択 4 ○
知能情報メディアセミナー 必修 2 ○
科学技術英語 必修 2 ○
特別研究 必修 6 ○

「必修」＝必修科目、「選必」＝選択必修科目、「選択」＝選択科目、「随意」＝随意科目（卒業要件単位に含めない）
「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認し
てください。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）「フレッシャーズセミナー」、「理工学のすすめ」は、配当年次において必ず履修登録しなればなりません。
ただし、必修科目ではありませんので、不合格であった場合も再履修する必要はありません。

2）「理工学のすすめ」は 1年次のみ履修可能です。
3）「協定型インターンシップ」、「プロジェクトリサーチⅠ」、「プロジェクトリサーチⅡ」、「理工インターンシップ（学外
実習）Ⅰ」、「理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ」のうち、卒業要件単位として認められるのは 2単位までです。

4）備考欄（学修プログラム）に記載の番号は、「7．学修プログラム 一覧」および「8．設置科目（学修プログラムに含
まれる科目）」に記載の学修プログラム No. と同じであり、当該科目が含まれる学修プログラムを表しています。

5）「協定型インターンシップ」の対象年次には上限があります。詳細については履修要項 WEB サイトで確認してくださ
い。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/prog.html#p03
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5．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目）

区
分 科目名 単位数

1年 2年 3年 4年 備考
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
基
礎
科
目

情報基礎 必修 2 ◎
フレッシャーズセミナー 選択 2 ○
協定型インターンシップ 随意 2 □
理工学のすすめ 選択 2 ○
ASEAN グローバルプログラム 選択 2 ○
クラウドコンピューティング演習 選択 2 ○
デザインシンキング 選択 2 ○
グローバル人材育成プログラム 選択 2 ○
プロジェクトリサーチⅠ 選択 1 ○
プロジェクトリサーチⅡ 選択 2 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅰ 選択 1 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ 選択 2 ○
基礎数学Ⅰ・演習 必修 2 ◎
情報通信基礎 必修 2 ◎
計算機実習Ⅰ 選必 1 ●
基礎数学Ⅱ・演習 必修 2 ◎
理数基礎Ⅰ・演習 随意 2 □
基礎セミナー 必修 2 ◎
線形代数学Ⅰ・演習 選必 2 ●
微分積分学Ⅰ・演習 選必 2 ●
電気回路基礎・演習 必修 2 ◎
電子回路基礎・演習 必修 1 ◎
微分積分学Ⅱ・演習 選択 2 ○
計算機実習Ⅱ 選択 1 ○
理数基礎Ⅱ・演習 随意 2 □
線形代数学Ⅱ・演習 選択 2 ○
プログラミング法Ⅰ・演習 選択 2 ○
計算機システム基礎 選必 2 ●
ベクトル解析Ⅰ・演習 選必 2 ●
確率および統計・演習 選必 2 ● ④
物理・演習 選択 1 ○
プログラミング法Ⅱ・演習 選択 1 ○
ベクトル解析Ⅱ・演習 選択 1 ○
フーリエ解析 選必 1 ●
電子情報通信実験Ⅰ 必修 2 ◎
電気回路応用・演習 選択 1 ○
電磁気学基礎・演習 選必 2 ●
アルゴリズムとデータ構造Ⅰ・演習 選択 2 ○ ④⑦⑩
通信工学基礎 選必 2 ●
ディジタル論理 選択 2 ○
電子回路応用・演習 選択 1 ○
電磁気学応用・演習 選択 1 ○
アルゴリズムとデータ構造Ⅱ・演習 選択 1 ○ ④
微分方程式とフーリエ変換 選択 1 ○
電子情報通信実験Ⅱ 必修 2 ◎
特別講義 必修 2 ◎
職業指導 随意 4 □
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区
分 科目名 単位数

1年 2年 3年 4年 備考
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
応
用
科
目

電子物性 選必 1 ● ⑧
半導体デバイス工学 選必 1 ● ⑧⑨⑰
統計的機械学習 選必 1 ● ④⑩⑪⑭
認知科学 選必 1 ● ⑩⑪⑭
光デバイス 選必 1 ● ⑧
ナノエレクトロニクス工学 選必 1 ● ⑧⑰
高周波電子回路 選必 1 ● ⑨
伝送線路 選必 1 ● ⑧⑨
組込みシステム 選必 1 ● ⑦⑨⑩⑪
群知能 選必 1 ● ⑩⑪⑭
画像情報処理 選必 1 ● ⑦⑩⑪⑭
データサイエンス 選必 1 ● ④⑩
電子材料 選択 1 ○ ⑧⑰
知能ロボット 選択 1 ○ ⑨⑩⑪
人工知能 選択 1 ○ ④⑩⑪
情報セキュリティ 選択 1 ○ ⑩
ニューラルネットワーク 選択 1 ○ ④⑧⑩⑮
パワーエレクトロニクス 選択 1 ○ ⑧⑨⑪
応用プログラミング・演習 選択 1 ○ ④⑨⑩
情報数学 選択 1 ○ ④⑩
電子工学 選択 2 ○ ⑧
電磁波工学 選択 1 ○ ⑨
符号理論 選択 2 ○ ⑨⑩
アナログ電子回路 選択 2 ○ ⑧⑨⑪
計算機制御・演習 選択 1 ○ ⑩⑪
量子力学【隔年開講】 選択 2 ○ ⑧
薄膜デバイス工学 選択 2 ○ ⑧⑰
ディジタル信号処理・演習 選択 2 ○ ⑨⑩⑪
計測工学 選択 1 ○ ⑧⑨⑪
ネットワーク通信システム 選択 2 ○ ⑨
回路設計・演習 選択 1 ○ ⑧⑨⑪
結晶工学【隔年開講】 選択 2 ○ ⑧
無線通信工学 選択 2 ○ ⑨
計算機アーキテクチャ 選択 1 ○ ⑩
専門基礎研究 選必 2 ●
応用セミナー 必修 2 ◎
特別研究 必修 6 ◎
科学技術英語 必修 2 ◎

「必修」＝必修科目◎、「選必」＝選択必修科目●、「選択」＝選択科目○、「随意」＝随意科目□（卒業要件単位に含めない）
「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認し
てください。（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）「フレッシャーズセミナー」、「理工学のすすめ」は、配当年次において必ず履修登録しなればなりません。
ただし、必修科目ではありませんので、不合格であった場合も再履修する必要はありません。

2）「理工学のすすめ」は 1年次のみ履修可能です。
3）「理工インターンシップ（学外実習）Ⅰ」、「理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ」のうち、卒業要件単位として認め
られるのは 2単位までです。

4）「プロジェクトリサーチⅠ」、「プロジェクトリサーチⅡ」のうち、卒業要件単位として認められるのは 2単位までです。
5）備考欄（学修プログラム）に記載の番号は、「7．学修プログラム 一覧」および「8．設置科目（学修プログラムに含
まれる科目）」に記載の学修プログラム No. と同じであり、当該科目が含まれる学修プログラムを表しています。

6）「量子力学」、「結晶工学」は隔年開講です。
7）「協定型インターンシップ」の対象年次には上限があります。詳細については履修要項 WEB サイトで確認してくださ
い。（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/prog.html#p03

教育課程

専
攻
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5．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目

区
分 科目名 単位数

配当年次 備考1年 2年 3年 4年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
基
礎
科
目

情報基礎 必修 2 ○
微分積分 必修 1 ○
微分方程式 必修 1 ○
数学・物理学演習Ⅰ 必修 1 ○
物理実験 必修 2 ○
数学・物理学演習Ⅱ 必修 1 ○
偏微分 必修 1 ○
重積分 必修 1 ○
線形代数Ⅰ 必修 1 ○
線形代数Ⅱ 必修 1 ○
基礎力学Ⅰ 必修 1 ○
基礎力学Ⅱ 必修 1 ○
力学Ⅰ 必修 1 ○
力学Ⅱ 必修 1 ○
機械工学・ロボティクス入門 必修 1 ○
フレッシャーズセミナー 選択 2 ○
理工学のすすめ 選択 2 ○
協定型インターンシップ 選択 2 ○

専
門
応
用
科
目

機械力学Ⅰ 必修 1 ○
機械力学Ⅱ 必修 1 ○
材料力学Ⅰ 必修 1 ○ ⑬⑲
材料力学Ⅱ 必修 1 ○ ⑬
流体工学Ⅰ 必修 1 ○ ⑬
流体工学Ⅱ 必修 1 ○ ⑬
アナログ電子制御Ⅰ 必修 1 ○
アナログ電子制御Ⅱ 必修 1 ○
熱力学Ⅰ 必修 1 ○ ⑬⑯
熱力学Ⅱ 必修 1 ○ ⑬
制御工学Ⅰ 必修 1 ○
制御工学Ⅱ 必修 1 ○
計算機プログラミング実習 必修 2 ○
機械製図Ⅰ 必修 2 ○
機械工学基礎実験 必修 2 ○
機械製図Ⅱ 必修 2 ○

専
門
基
礎
科
目

ASEAN グローバルプログラム 選択 2 ○
デザインシンキング 選択 2 ○
クラウドコンピューティング演習 随意 2 ○

専
門
応
用
科
目

確率・統計Ⅰ 選択 1 ○
フーリエ変換 選択 1 ○
電磁気学Ⅰ 選択 1 ○
確率・統計Ⅱ 選択 1 ○
ラプラス変換 選択 1 ○
電磁気学Ⅱ 選択 1 ○
ベクトル解析 選択 1 ○

専
門
応
用
科
目

振動工学Ⅰ 選択 1 ○ ⑫
材料力学Ⅲ 選択 1 ○ ⑫⑬⑮
粘性流体力学 選択 1 ○ ⑬
ディジタル電子制御Ⅰ 選択 1 ○ ⑭
機構学Ⅰ 選択 1 ○ ⑭⑯
基礎機械材料学 選択 1 ○ ⑫⑬⑯
複素解析 選択 1 ○
振動工学Ⅱ 選択 1 ○ ⑫
応用材料力学 選択 1 ○ ⑫⑬
航空流体力学 選択 1 ○ ⑬
ディジタル電子制御Ⅱ 選択 1 ○ ⑭
機構学Ⅱ 選択 1 ○ ⑭
機械材料学 選択 1 ○ ⑫
計算機応用実習 選択 2 ○
機械工学・ロボティクス実験 必修 1 ○
機械要素 必修 1 ○ ⑫⑯
材料力学・機械力学演習 必修 1 ○
電子・制御演習 必修 1 ○
熱・流体演習 必修 1 ○
設計製図 必修 2 ○
セミナー 必修 2 ○

教育課程

専
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区
分 科目名 単位数

配当年次 備考1年 2年 3年 4年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
専
門
基
礎
科
目

グローバル人材育成プログラム 選択 2 ○
プロジェクトリサーチⅠ 選択 1 ○
プロジェクトリサーチⅡ 選択 2 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅰ 選択 1 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ 選択 2 ○

専
門
応
用
科
目

計測工学Ⅰ 選択 1 ○ ⑭
弾性力学 選択 1 ○ ⑫⑬⑮
航空・宇宙工学 選択 1 ○ ⑬⑲
熱工学Ⅰ 選択 1 ○ ⑬⑯
制御系設計論Ⅰ 選択 1 ○ ⑪⑭⑯
計算力学実習Ⅰ 選択 1 ○ ⑫⑮
メカトロニクスⅠ 選択 1 ○ ⑪⑭
先進材料プロセス学 選択 1 ○
材料加工学 選択 1 ○ ⑫⑯
材料力学実習 選択 1 ○
ロボット実習 選択 1 ○ ⑭⑮
熱・流体実習 選択 1 ○
計測工学Ⅱ 選択 1 ○ ⑭
構造力学 選択 1 ○ ⑫⑬
自動車工学 選択 1 ○ ⑬
熱工学Ⅱ 選択 1 ○ ⑬
制御系設計論Ⅱ 選択 1 ○ ⑭
計算力学実習Ⅱ 選択 1 ○
機械設計 選択 1 ○ ⑫
メカトロニクスⅡ 選択 1 ○ ⑪⑭
先進材料工学 選択 1 ○

専
門
応
用
科
目

機械加工学 選択 1 ○ ⑫
バイオメカニクス 選択 1 ○ ⑫⑮⑲
材料強度学Ⅰ 選択 1 ○ ⑫⑮
伝熱工学Ⅰ 選択 1 ○ ⑬⑯
システム工学Ⅰ 選択 1 ○
ロボット工学Ⅰ 選択 1 ○ ⑪⑭⑮
解析力学 選択 1 ○ ⑫⑬⑲
材料強度学Ⅱ 選択 1 ○ ⑫
伝熱工学Ⅱ 選択 1 ○ ⑬⑯
システム工学Ⅱ 選択 1 ○
ロボット工学Ⅱ 選択 1 ○ ⑭⑮

専
門
基
礎
科
目

職業指導 随意 4 ○

専
門
応
用
科
目

科学技術英語 必修 2 ○

特別研究 必修 6 ○

「必修」＝必修科目、「選必」＝選択必修科目、「選択」＝選択科目、「随意」＝随意科目（卒業要件単位に含めない）
「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認し
てください。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）「フレッシャーズセミナー」、「理工学のすすめ」は、配当年次において必ず履修登録しなればなりません。
ただし、必修科目ではありませんので、不合格であった場合も再履修する必要はありません。

2）「理工学のすすめ」は 1年次のみ履修可能です。
3）「協定型インターンシップ」、「ASEAN グローバルプログラム」、「グローバル人材育成プログラム」、「理工インターン
シップ（学外実習）Ⅰ」、「理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ」のうち、卒業要件単位として認められるのは 2単位
までです。

4）「プロジェクトリサーチⅠ」、「プロジェクトリサーチⅡ」のうち、卒業要件単位として認められるのは 2単位までです。
5）備考欄（学修プログラム）に記載の番号は、「7．学修プログラム 一覧」および「8．設置科目（学修プログラムに含
まれる科目）」に記載の学修プログラム No. と同じであり、当該科目が含まれる学修プログラムを表しています。

6）「協定型インターンシップ」の対象年次には上限があります。詳細については履修要項 WEB サイトで確認してくださ
い。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/prog.html#p03
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5．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目）

区分 科目名 単位数

配当年次
備考

1年 2年 3年 4年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
基
礎
科
目

英語 化学の英語 必修 2 ○

化学

化学の基礎 必修 2 ○
化学と社会 必修 2 ○ ㉕
化学と安全管理 必修 2 ○ ⑯
化学と情報処理 必修 2 ○

数学 数学の基礎 必修 2 ○
物理学 物理の基礎 必修 2 ○

物理化学
物理化学Ⅰ 必修 2 ○
物理化学Ⅱ 必修 2 ○
物理化学Ⅲ 必修 2 ○

無機化学
無機化学Ⅰ 必修 2 ○
無機化学Ⅱ 必修 2 ○

有機化学
有機化学Ⅰ 必修 2 ○
有機化学Ⅱ 必修 2 ○

実験・演習
プロジェクト演習Ⅰ 必修 2 ○
プロジェクト演習Ⅱ 選択 2 ○

地学 地学概論 選択 2 ○
生物学 生物学概論 選択 2 ○

実験・実習

物理基礎実験 必修 2 ○
化学基礎実験 必修 2 ○
物理化学実験 必修 1 ○
機器分析化学実験 必修 1 ○
化学合成実験 必修 2 ○
地学実験 選択 2 ○
生物学実験 選択 2 ○
協定型インターンシップ 選択 2 ○
ASEAN グローバルプログラム 選択 2 ○
デザインシンキング 選択 2 ○
グローバル人材育成プログラム 選択 2 ○
プロジェクトリサーチⅠ 選択 1 ○
プロジェクトリサーチⅡ 選択 2 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅰ 選択 1 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ 選択 2 ○

総合

情報基礎 必修 2 ○
フレッシャーズセミナー 選択 2 ○
理工学のすすめ 選択 2 ○
資源・エネルギーと環境 必修 2 ○ ⑯㉔㉕
クラウドコンピューティング演習 随意 2 ○

専
門
応
用
科
目

英語
科学技術英語 必修 2 ○
英語セミナー 必修 2 ○

数学

アドバンスト数学Ⅰ 選択 1 ○
アドバンスト数学Ⅱ 選択 1 ○
アドバンスト数学Ⅲ 選択 1 ○
アドバンスト数学Ⅳ 選択 1 ○

物理学

アドバンスト物理Ⅰ 選択 1 ○
アドバンスト物理Ⅱ 選択 1 ○
アドバンスト物理Ⅲ 選択 1 ○
アドバンスト物理Ⅳ 選択 1 ○

物理化学
電気化学Ⅰ 選択 1 ○ ⑰
電気化学Ⅱ 選択 1 ○ ⑰
アドバンスト電気化学 選択 1 ○ ⑰

分析化学

分析化学 選択 1 ○ ⑳
機器分析化学 選択 1 ○ ⑳
アドバンスト機器分析化学Ⅰ 選択 1 ○ ⑳
アドバンスト機器分析化学Ⅱ 選択 1 ○ ⑳

教育課程

専
攻
科
目

2020～

─４２─応用化学課程 087



区分 科目名 単位数

配当年次
備考

1年 2年 3年 4年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
応
用
科
目

無機化学

結晶学入門Ⅰ 選択 1 ○ ⑲
結晶学入門Ⅱ 選択 1 ○ ⑲
固体物性化学Ⅰ 選択 1 ○ ⑰
固体物性化学Ⅱ 選択 1 ○ ⑰
セラミックス材料工学Ⅰ 選択 1 ○ ⑲
セラミックス材料工学Ⅱ 選択 1 ○ ⑲
構造解析学 選択 1 ○ ⑰

有機化学

医薬品のプロセス化学 選択 1 ○ ⑱
有機化合物スペクトル解析入門Ⅰ 選択 1 ○ ⑱
有機化合物スペクトル解析入門Ⅱ 選択 1 ○ ⑱
光化学Ⅰ 選択 1 ○ ⑱
光化学Ⅱ 選択 1 ○ ⑱
逆合成解析化学Ⅰ 選択 1 ○ ⑱
逆合成解析化学Ⅱ 選択 1 ○ ⑱

高分子化学

高分子化学Ⅰ 選択 1 ○ ⑲
高分子化学Ⅱ 選択 1 ○ ⑲
高分子構造材料物性Ⅰ 選択 1 ○ ⑲
高分子構造材料物性Ⅱ 選択 1 ○ ⑲
高分子材料工学Ⅰ 選択 1 ○ ⑲
高分子材料工学Ⅱ 選択 1 ○ ⑲

生物機能
分子化学

生化学Ⅰ 選択 1 ○ ⑮⑱
生化学Ⅱ 選択 1 ○ ⑮⑱
分子集合化学 選択 1 ○ ⑱
バイオミメティックス 生物に倣ったものづくり 選択 1 ○ ⑱
界面化学 選択 1 ○ ⑲
バイオマテリアルⅠ 選択 1 ○ ⑮⑱
バイオマテリアルⅡ 選択 1 ○ ⑮⑱

材料科学

量子材料科学Ⅰ 選択 1 ○ ⑰
量子材料科学Ⅱ 選択 1 ○ ⑰
半導体材料Ⅰ 選択 1 ○ ⑰
半導体材料Ⅱ 選択 1 ○ ⑰
ナノマテリアル 選択 1 ○ ⑲

環境化学

アドバンスト環境化学Ⅰ 選択 1 ○ ⑯⑳
アドバンスト環境化学Ⅱ 選択 1 ○ ⑳
循環系グリーンケミストリー 選択 1 ○ ⑯⑳
食と分子科学 選択 1 ○ ⑳

実験・実習 アドバンスト物質科学合成実験 選択 2 ○
研究デザイン演習 必修 2 ○

その他

化学工学 選択 2 ○ ⑳
反応工学 選択 1 ○ ⑳
エネルギー変換工学Ⅰ 選択 1 ○ ⑰
エネルギー変換工学Ⅱ 選択 1 ○ ⑰
特別研究 必修 10 ○

「必修」＝必修科目、「選必」＝選択必修科目、「選択」＝選択科目、「随意」＝随意科目（卒業要件単位に含めない）
「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認し
てください。（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）「フレッシャーズセミナー」、「理工学のすすめ」は、配当年次において必ず履修登録しなればなりません。
ただし、必修科目ではありませんので、不合格であった場合も再履修する必要はありません。

2）「理工学のすすめ」は 1年次のみ履修可能です。
3）「協定型インターンシップ」、「ASEAN グローバルプログラム」、「プロジェクトリサーチⅠ」、「プロジェクトリサーチ
Ⅱ」、「グローバル人材育成プログラム」、「理工インターンシップ（学外実習）Ⅰ」、「理工インターンシップ（学外実
習）Ⅱ」のうち、卒業要件単位として認められるのは 4単位までです。

4）備考欄（学修プログラム）に記載の番号は、「7．学修プログラム 一覧」および「8．設置科目（学修プログラムに含
まれる科目）」に記載の学修プログラム No．と同じであり、当該科目が含まれる学修プログラムを表しています。

5）「協定型インターンシップ」の対象年次には上限があります。詳細については履修要項 WEB サイトで確認してくださ
い。（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/prog.html#p03
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5．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目

区分 科目名 単位数

配当年次
備考

1年 2年 3年 4年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
基
礎
科
目

実験・実習

環境実習ⅠA 必修 1 ○ ㉒㉓
化学実験 必修 2 ○
協定型インターンシップ 選択 2 ○
生物学実験 選択 2 ○
地学実験 選択 2 ○
ASEAN グローバルプログラム 選択 2 ○
物理実験 選択 2 ○
グローバル人材育成プログラム 選択 2 ○
プロジェクトリサーチⅠ 選択 1 ○
プロジェクトリサーチⅡ 選択 2 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅰ 選択 1 ○
理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ 選択 2 ○

講義・演習

化学概論 必修 2 ○
環境生態工学概論 必修 2 ○ ㉔
環境寄席 必修 2 ○
情報基礎 必修 2 ○
数学概論 必修 2 ○
生態学概論Ⅰ 必修 1 ○ ㉕
生態学概論Ⅱ 必修 1 ○ ㉕
地域環境概論 A 必修 1 ○ ㉒㉕
地域環境概論 B 必修 1 ○ ㉒㉕
地球環境概論 A 必修 1 ○ ㉕
地球環境概論 B 必修 1 ○ ㉕
生物学概論 選必 2 ○ ⑮
地学概論 選必 2 ○
物理学概論 選必 2 ○
理工学のすすめ 選択 2 ○
フレッシャーズセミナー 選択 2 ○
クラウドコンピューティング演習 選択 2 ○
デザインシンキング 選択 2 ○

専
門
応
用
科
目

実験・実習

環境分析化学実験 必修 1 ○ ㉔
特別研究 必修 6 ○
環境実習ⅡA 選択 1 ○ ㉒
環境実習ⅢA 選択 1 ○
廃棄物・大気環境施設実験 選択 1 ○ ㉑
水環境施設実験 選択 1 ○ ㉑

講義・演習

進化学 必修 1 ○ ⑱㉓
大気環境科学 必修 1 ○ ⑳㉑㉔
個体群生態学 必修 1 ○
自然の浄化機構 必修 1 ○ ㉒㉔
生態系生態学 必修 1 ○
セミナーⅠ 必修 2 ○
セミナーⅡ 必修 2 ○
セミナーⅢ 必修 2 ○
SDGs 概論 選択 1 ○ ㉕
里山の生態学 選択 1 ○ ㉓㉕
生物資源利用 選択 1 ○ ⑱㉕
水環境科学 選択 1 ○ ⑳㉒㉓㉔
化学工学Ⅰ 選択 1 ○ ㉑
化学工学Ⅱ 選択 1 ○ ㉑
環境移動現象論 選択 1 ○ ㉑
環境経済学 選択 1 ○ ㉕
環境計測学 選択 1 ○ ㉓㉔
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区分 科目名 単位数

配当年次
備考

1年 2年 3年 4年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 学修

プログラム1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

専
門
応
用
科
目

講義・演習

環境社会学 選択 1 ○ ㉕
環境政策論 選択 1 ○ ⑳㉕
環境調査 選択 1 ○ ㉔㉕
環境微生物学 選択 1 ○ ㉒㉓
環境倫理学 選択 1 ○ ⑳㉕
気象学 選択 1 ○ ㉑㉔
資源管理学及び演習 選択 1 ○ ㉓㉕
資源循環論 選択 1 ○ ㉑㉓
社会調査法及び演習 選択 2 ○ ㉓㉕
森林生態学 選択 1 ○
水域生態学 選択 1 ○ ㉕
水理学 選択 1 ○ ⑳㉒
数理生態学 選択 1 ○
製図学及び演習 選択 2 ○ ㉒
生理生態学 選択 1 ○ ⑱
先端技術 選択 1 ○ ㉔
測量学及び演習 選択 2 ○ ㉒㉔
データサイエンス及び演習 選択 1 ○ ㉓㉔
土壌地質学 選択 1 ○ ㉓㉔
土木工学Ⅰ 選択 1 ○ ㉒
土木工学Ⅱ 選択 1 ○ ㉒
燃焼工学 選択 1 ○ ㉑
廃棄物管理学Ⅰ 選択 1 ○ ㉒
廃棄物管理学Ⅱ 選択 1 ○ ㉒
保全生態学 選択 1 ○ ㉓㉕
水処理工学 選択 1 ○ ㉑
応用生態学 選択 1 ○ ㉔
環境アセスメント A 選択 1 ○ ㉒㉓
環境アセスメント B 選択 1 ○ ㉒㉓
環境毒性学 選択 1 ○ ⑳㉒㉔
空気調和工学 選択 1 ○ ㉑
群集生態学 選択 1 ○ ㉓
景観生態学 選択 1 ○ ㉒㉓㉔㉕
下水道工学 選択 1 ○ ⑯㉑㉒
水道工学 選択 1 ○ ⑯㉑㉒
数値計算法基礎及び演習 選択 1 ○ ㉑
地理情報学 選択 1 ○ ㉓㉔㉕
排ガス処理工学 選択 1 ○ ㉑
廃棄物処理施設設計 選択 1 ○ ⑯㉑㉒
微生物生態学 選択 1 ○ ⑱㉓
水処理施設設計 選択 1 ○ ㉑㉒

「必修」＝必修科目、「選必」＝選択必修科目、「選択」＝選択科目、「随意」＝随意科目（卒業要件単位に含めない）
「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認し
てください。（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）「フレッシャーズセミナー」、「理工学のすすめ」は、配当年次において必ず履修登録しなればなりません。
ただし、必修科目ではありませんので、不合格であった場合も再履修する必要はありません。

2）「理工学のすすめ」は 1年次のみ履修可能です。
3）「理工インターンシップ（学外実習）Ⅰ」、「理工インターンシップ（学外実習）Ⅱ」、「協定型インターンシップ」のう
ち、卒業要件単位として認められるのは 2単位までです。

4）「プロジェクトリサーチⅠ」、「プロジェクトリサーチⅡ」のうち、卒業要件単位として認められるのは 2単位までです。
5）備考欄（学修プログラム）に記載の番号は、「7．学修プログラム 一覧」および「8．設置科目（学修プログラムに含
まれる科目）」に記載の学修プログラム No．と同じであり、当該科目が含まれる学修プログラムを表しています。

6）「協定型インターンシップ」の対象年次には上限があります。詳細については履修要項 WEB サイトで確認してくださ
い。（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/prog.html#p03
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9．学修プログラム一覧

No.
学修

プログラム
名称

学修プログラム概要
学修プログラム
修了要件
単位（最低）数

◎：学修プログラム責任課程
○：科目提供課程
数理 知能 電子 機械 応化 環境

① 数理解析

自然科学を始めとして工学や情報学などで基盤となる数学を
学びます。変化の激しい社会で必要とされる柔軟な思考力・
発想力を鍛え、学んだことは IT、金融、通信、教育分野な
どで生かされます。

14 ◎

② 現象の数理

自然・社会のシステムの変化の様子を、数式やコンピュータ
で解析するための理論や技術を学びます。現実の自然・社会
と関わり合うシステムや、それを再現するシミュレーション
の開発に役立ちます。

14 ◎

③ 情報科学

基本原理から出発して、コンピュータの仕組みからそれを動
かすためのアルゴリズムまで学びます。情報通信業などでシ
ステムエンジニアとして社会に求められるシステムを構築す
るのに役立ちます。

14 ◎

④ データ
サイエンス

データから構造を抽出して正しい予測・判断を行うための数
学とアルゴリズム、統計科学と機械学習を学びます。大量で
複雑なデータを扱うシステムエンジニア、様々な業界のデー
タアナリストとしての活動に役立てることができます。

科目群
A 14
B 14
C 14

◎ ○ ○

⑤
リアル＆
バーチャル
メディア

音声、音響、画像、立体、環境といったメディア信号からの情
報を上手く利用するための原理、応用、基礎理論などを学び
ます。これにより、製品／サービスはもちろんコンテンツ作
成などにも役立つものと期待しています。

12 ◎

⑥ 応用
ソフトウェア

最新の技法を用いたソフトウェアシステムとその開発管理に
ついて、原理、応用、基礎理論などを学びます。さらに、
OS やデータベース、ネットワークの仕組みも学びます。こ
れにより、ソフトウェアの開発やネットワークを応用した製
品・サービスの開発等に役立てます。

12 ◎

⑦ 人工知能

人間の行う知的行動を、データをもとにコンピュータが処理
する方法について、原理、応用、基礎理論などを踏まえ学び
ます。そして、人工知能を応用した様々な製品、サービス、
アプリの開発等に活かすことを目指します。

12 ○ ◎ ○

⑧ 電子デバイス・
マテリアル

量子ドット、太陽電池等の新規電子デバイスの創出や、脳型
コンピュータ素子の実現を目指すなど広範囲にわたる分野の
技術を学びます。学んだ内容は、次世代エレクトロニクス産
業を支える質の高い製品づくりに役立ちます。

12 ◎

⑨ IoT・通信
ネットワーク

情報の感知・解析・可視化・制御に関する技術、情報を伝達
するための通信デバイスとネットワークシステムを学びま
す。修得した知識は革新的な製造技術の開発や、産業を越え
た情報連携社会の確立に役立てることができます。

12 ◎

⑩ スマート
情報システム

ヒトの感性や認知機構の解明、データに内在する知識抽出、
知識獲得機構の解明を通し、情報エレクトロニクスの立場か
ら知能システムに関する基盤技術の習得、理論構築、これら
を応用したシステム構築を目指します。

12 ◎

⑪ モバイル
ロボティクス

移動式ロボット技術は、ものづくり分野、サービス分野、イ
ンフラ・災害対策分野などでの活躍が期待されています。本
プログラムでは、世界で活躍する自律移動ロボットのソフト
ウエア・ハードウエアの両面の技術について広く学びます。

12 ◎ ○

⑫ 先進機械工学
材料の力学・構造の基礎から計算機を用いた設計、強度評価
の一貫したフローを学ぶことにより、先端材料開発によるイ
ノベーションを担う先進機械開発技術者を養成します。

14 ◎

⑬ 航空宇宙

航空宇宙工学の基礎とともに、航空宇宙機の打上げ、航行、
帰還に関する熱流体の知識や過酷で未知な環境に耐えうる機
能性材料や機械構造物の設計など、航空宇宙技術者に必要な
高度な知識を身につけます。

14 ◎

⑭ 先端
ロボティクス

ロボット技術は、医療、介護、災害救助、インフラなど、
様々な分野において活躍が期待されており、これからの社会
を支える技術の一つです。本プログラムでは、ロボット開発
に必要な専門知識について広く学びます。

14 ○ ○ ◎
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No.
学修

プログラム
名称

学修プログラム概要
学修プログラム
修了要件
単位（最低）数

◎：学修プログラム責任課程
○：科目提供課程
数理 知能 電子 機械 応化 環境

⑮ バイオニック
デザイン

機械、化学、情報など、理工学の多くの分野で生物の機能や
形態に学んだ設計が研究され、ロボットや医療・福祉等の分
野で応用されています。本プログラムでは、生物と理工学と
の関係について広く学びます。

14 ○ ○ ◎ ○

⑯ 先進エコ
マテリアル

モノづくりの基盤技術である機械工学をベースに、環境科学
や化学物質に関連する専門知識を習得します。廃棄物処理、
リサイクルなどの循環型社会を創り出す機械システムを提案
できる人材の育成を行います。

14 ◎ ○ ○

⑰ エネルギー

環境や経費への負担を低くして大きなエネルギーを獲得する
ための原理や技術を学びます。学んだ内容は省エネルギー社
会の実現に向けた材料開発や化学・電気・光エネルギーシス
テムの開発にも役立てることができます。

10 ○ ◎

⑱ 生命機能化学

生物機能を取り入れた化学システムの理解とそれを応用する
ための原理や技術を学びます。学んだ内容は生体機能材料や
医農薬品の開発だけでなく、化成品や食用品・化粧品の創出
にも役立てることができます。

10 ◎ ○

⑲ 高機能新素材

便利で快適な社会生活を基盤的に支える化学素材を作るため
の原理や技術を学びます。学んだ内容は、高分子化合物や無
機セラミックス材料・ナノ材料等の創成に役立てることがで
きます。

10 ○ ◎

⑳ 環境共生

高度なモノづくりに必要不可欠な「分析・評価・フィードバ
ック」の原理や技術を学びます。学んだ内容は、環境への配
慮を要する分野だけでなく、新しい材料開発を求められる領
域にも役立てることができます。

10 ◎ ○

㉑ 都市環境
テクノロジー

人の社会経済活動に伴って発生する廃水・排ガス・廃棄物を
再生、再利用したり、無害化するための技術やシステムを学
びます。学んだ内容は都市環境保全だけでなく、化学プラン
トの設計や設備管理にも役立てることができます。

12 ◎

㉒ 環境インフラ

人間活動の自然への影響を評価したり、人と自然が共生する
ために必要な知識や手法を学びます。学んだ内容はダムや廃
棄物処理施設、上下水道などの都市基盤施設を造ったり、自
然再生・保全事業を行なう際の、調査や施工の計画や管理な
どに役立てることができます。

14 ◎

㉓ 生物多様性
サイエンス

生物多様性を支えるメカニズムと、人間活動による生物多様
性への影響について学びます。生物多様性を維持し、健全な
生態系を管理するための基礎を身につけます。

12 ◎

㉔ 先端環境
モニタリング

環境 DNA や安定同位体の分析など、環境やそこに生息する
生物のモニタリング手法の最先端技術を学びます。生物を含
めた野外環境を効率的に測定・解析する知識と技能を身に付
けることができます。

12 ○ ◎

㉕
SDGs
（持続可能な
開発目標）

持続可能な開発目標（SDGs）とは、これからの社会が実現
すべき資源・環境利用の中心的課題です。これを実現するた
めに必要な知識や技術を修得し、SDGs の取り組みを推進す
る基本的な考えを身に付けることができます。

14 ○ ○ ◎

「数理」＝数理・情報科学課程、「知能」＝知能情報メディア課程、「電子」＝電子情報通信課程
「機械」＝機械工学・ロボティクス課程、「応化」＝応用化学課程、「環境」＝環境生態工学課程

注意事項
1 ）すべての学修プログラムは、所属する課程にかかわらず履修可能です。
2）学修プログラムを修了するためには、各学修プログラムに含まれる科目について、「学修プログラム修了要件単位（最
低）数」以上を単位修得する必要があります。
なお、学修プログラムによっては必修科目が設定されており、この場合は必修科目を含め「学修プログラム修了要件

単位（最低）数」以上を単位修得する必要があります。
3）学修プログラム「データサイエンス」を修了するためには、A・B・C いずれかの科目群から 14 単位以上を単位修得
する必要があります。

4）各学修プログラムに含まれる科目は、「10．設置科目（学修プログラムに含まれる科目）」で確認してください。
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10．設置科目（学修プログラムに含まれる科目）

学修プログラム No.→ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

学修プログラム名称→

数
理
解
析

現
象
の
数
理

情
報
科
学

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

リ
ア
ル
＆

バ
ー
チ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

応
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

人
工
知
能

電
子
デ
バ
イ
ス
・

マ
テ
リ
ア
ル

IoT

・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト
情
報

シ
ス
テ
ム

モ
バ
イ
ル

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学修プログラム修了要件単位（最低）数→ 14 14 14 科目群
A 14
B 14
C 14

12 12 12 12 12 12 12

主開講
課程 授業科目の名称

単
位
数

配当年次

数
理
・
情
報
科
学
課
程

微分方程式Ⅱ 2 2 年 後期 ○ ○
複素解析Ⅰ 1 3 年 1 Q ○ ○
複素解析Ⅱ 1 3 年 2 Q ○ ○
位相入門Ⅰ 1 3 年 1 Q ○
位相入門Ⅱ 1 3 年 2 Q ○
代数入門Ⅰ 1 3 年 1 Q ○
代数入門Ⅱ 1 3 年 2 Q ○
幾何入門 1 3 年 1 Q ○ ○
応用幾何 1 3 年 3 Q ○
質点系の力学 2 2 年 後期 ○ ○
シミュレーション及び演習 2 2 年 4 Q ○ ○
ベクトル解析入門 1 3 年 2 Q ○ ○
現象の数理モデルⅠ 1 3 年 1 Q ○ ○
現象の数理モデルⅡ 1 3 年 2 Q ○ ○
拡散現象の数理Ⅰ 1 3 年 1 Q ○ ○
拡散現象の数理Ⅱ 1 3 年 2 Q ○ ○
波動現象の数理Ⅰ 1 3 年 3 Q ○ ○
波動現象の数理Ⅱ 1 3 年 4 Q ○ ○
確率モデル及び演習 2 3 年 4 Q ○ ○ （A）（B）
確率統計Ⅱ 1 3 年 3 Q ○ （A）（C）
確率統計Ⅲ 1 3 年 4 Q ○ （A）（C）
多変量解析及び演習 3 2 年 後期 （A）（B）（C）
機械学習Ⅰ 1 3 年 1 Q ○ （A）（B） ○
機械学習Ⅱ 1 3 年 2 Q ○ （A）（B） ○
データ構造とアルゴリズムⅠ 1 3 年 1 Q ○ （A）
データ構造とアルゴリズムⅡ 1 3 年 2 Q ○ （A）
最適化の数理Ⅰ 1 3 年 3 Q ○ （A） ○
最適化の数理Ⅱ 1 3 年 4 Q ○ （A） ○
アルゴリズム及び演習Ⅰ 2 2 年 3 Q ○
アルゴリズム及び演習Ⅱ 2 2 年 4 Q ○
オブジェクト指向及び演習 2 3 年 1 Q ○
グラフィックス及び演習 2 3 年 2 Q ○ ○ （A）
ネットワーク及び演習 2 3 年 3 Q ○
言語と計算Ⅰ 1 3 年 3 Q ○
言語と計算Ⅱ 1 3 年 4 Q ○
数理・情報科学の学びと社会 1 3 年 1 Q

「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
「◎」＝学修プログラムを修了するための必修科目、「○」：学修プログラムを修了するための選択科目、「（A）（B）（C）」＝データサイエンスの科目群
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認してください。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）この一覧表に含まれる科目は、すべての課程で履修可能です。
2）主開講課程での科目区分は、「7．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目）」に記載のとおりです。
3）主開講課程以外での科目区分は、専門関連科目（選択）です。
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⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ←学修プログラム No.
先
進
機
械
工
学

航
空
宇
宙

先
端
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

バ
イ
オ
ニ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン

先
進
エ
コ

マ
テ
リ
ア
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命
機
能
化
学

高
機
能
新
素
材

環
境
共
生

都
市
環
境

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

環
境
イ
ン
フ
ラ

生
物
多
様
性

サ
イ
エ
ン
ス

先
端
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

SD
Gs

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

←学修プログラム名称

14 14 14 14 14 10 10 10 10 12 14 12 12 14 ←学修プログラム修了要件単位（最低）数

授業科目の名称

微分方程式Ⅱ
複素解析Ⅰ
複素解析Ⅱ
位相入門Ⅰ
位相入門Ⅱ
代数入門Ⅰ
代数入門Ⅱ
幾何入門
応用幾何
質点系の力学
シミュレーション及び演習
ベクトル解析入門
現象の数理モデルⅠ
現象の数理モデルⅡ
拡散現象の数理Ⅰ
拡散現象の数理Ⅱ
波動現象の数理Ⅰ
波動現象の数理Ⅱ
確率モデル及び演習
確率統計Ⅱ
確率統計Ⅲ
多変量解析及び演習
機械学習Ⅰ
機械学習Ⅱ
データ構造とアルゴリズムⅠ
データ構造とアルゴリズムⅡ
最適化の数理Ⅰ
最適化の数理Ⅱ
アルゴリズム及び演習Ⅰ
アルゴリズム及び演習Ⅱ
オブジェクト指向及び演習
グラフィックス及び演習
ネットワーク及び演習
言語と計算Ⅰ
言語と計算Ⅱ

○ 数理・情報科学の学びと社会

教育課程

専
攻
科
目
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学修プログラム No.→ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

学修プログラム名称→

数
理
解
析

現
象
の
数
理

情
報
科
学

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

リ
ア
ル
＆

バ
ー
チ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

応
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

人
工
知
能

電
子
デ
バ
イ
ス
・

マ
テ
リ
ア
ル

IoT

・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト
情
報

シ
ス
テ
ム

モ
バ
イ
ル

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学修プログラム修了要件単位（最低）数→
14 14 14

科目群
A 14
B 14
C 14

12 12 12 12 12 12 12主開講
課程 授業科目の名称

単
位
数

配当年次

知
能
情
報
メ
デ
ィ
ア
課
程

ディジタル信号処理 2 2 年 後期 ○
仮想メディアシステム 2 2 年 前期 ○
情報とセキュリティ 2 2 年 前期 （B） ○
システムソフトウェア 2 2 年 前期 ○
データベース 2 2 年 前期 （A）（B）（C） ○
ヒューマンコンピュータインタラクション 2 2 年 前期 ○
多様なプログラミング言語 2 2 年 前期 ○
コンピュータビジョン 2 2 年 前期 ○ ○
音声・音響メディア処理論 2 2 年 後期 ○
環境としての情報技術 2 3 年 前期 （B） ○
ニューロと AI 2 2 年 後期 ○ ○
言語メディア処理論 2 2 年 後期 （B） ○ ○
CG と VR 2 2 年 後期 ○
データインテリジェンス 2 2 年 後期 （A）（B）（C） ○ ○
ネットワーク構成論 2 2 年 後期 ○
画像メディア処理論 2 3 年 1 Q ○
ソフトウェア開発法 2 3 年 前期 ○
応用アルゴリズム 2 3 年 前期 （B） ○ ○

電
子
情
報
通
信
課
程

確率および統計・演習 2 2 年 2 Q （C）
アルゴリズムとデータ構造Ⅰ・演習 2 2 年 3 Q （C） ○ ○
アルゴリズムとデータ構造Ⅱ・演習 1 2 年 4 Q （C）
電子物性 1 3 年 1 Q ○
半導体デバイス工学 1 3 年 1 Q ○ ○
統計的機械学習 1 3 年 1 Q （C） ○ ○
認知科学 1 3 年 1 Q ○ ○
光デバイス 1 3 年 1 Q ○
ナノエレクトロニクス工学 1 3 年 1 Q ○
高周波電子回路 1 3 年 1 Q ○
伝送線路 1 3 年 1 Q ○ ○
組込みシステム 1 3 年 1 Q ○ ○ ○ ◎
群知能 1 3 年 1 Q ○ ○
画像情報処理 1 3 年 1 Q ○ ○ ○
データサイエンス 1 3 年 1 Q （A）（B）（C） ○
電子材料 1 3 年 2 Q ○
知能ロボット 1 3 年 2 Q ○ ○ ◎
人工知能 1 3 年 2 Q （C） ○ ◎
情報セキュリティ 1 3 年 2 Q ○
ニューラルネットワーク 1 3 年 2 Q （C） ○ ○
パワーエレクトロニクス 1 3 年 2 Q ○ ○ ◎
応用プログラミング・演習 1 3 年 2 Q （C） ○ ○
情報数学 1 3 年 3 Q （C） ○
電子工学 2 3 年 3 Q ○
電磁波工学 1 3 年 3 Q ○
符号理論 2 3 年 3 Q ○ ○
アナログ電子回路 2 3 年 3 Q ○ ○ ◎
計算機制御・演習 1 3 年 3 Q ○ ◎
量子力学 2 3 年 3 Q ○
薄膜デバイス工学 2 3 年 4 Q ○
ディジタル信号処理・演習 2 3 年 4 Q ○ ○ ◎
計測工学 1 3 年 4 Q ○ ○ ○
ネットワーク通信システム 2 3 年 4 Q ○
回路設計・演習 1 3 年 4 Q ○ ○ ○
結晶工学 2 3 年 4 Q ○
無線通信工学 2 3 年 4 Q ○
計算機アーキテクチャ 1 3 年 4 Q ○

「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
「◎」＝学修プログラムを修了するための必修科目、「○」：学修プログラムを修了するための選択科目、「（A）（B）（C）」＝データサイエンスの科目群
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認してください。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）この一覧表に含まれる科目は、すべての課程で履修可能です。
2）主開講課程での科目区分は、「7．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目）」に記載のとおりです。
3）主開講課程以外での科目区分は、専門関連科目（選択）です。
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⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ←学修プログラム No.
先
進
機
械
工
学

航
空
宇
宙

先
端
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

バ
イ
オ
ニ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン

先
進
エ
コ

マ
テ
リ
ア
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命
機
能
化
学

高
機
能
新
素
材

環
境
共
生

都
市
環
境

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

環
境
イ
ン
フ
ラ

生
物
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性

サ
イ
エ
ン
ス

先
端
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

SD
Gs

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

←学修プログラム名称

14 14 14 14 14 10 10 10 10 12 14 12 12 14
←学修プログラム修了要件単位（最低）数

授業科目の名称

ディジタル信号処理
仮想メディアシステム
情報とセキュリティ
システムソフトウェア
データベース

○ ヒューマンコンピュータインタラクション
多様なプログラミング言語
コンピュータビジョン

○ 音声・音響メディア処理論
環境としての情報技術

○ ニューロと AI
言語メディア処理論
CG と VR
データインテリジェンス
ネットワーク構成論
画像メディア処理論
ソフトウェア開発法
応用アルゴリズム
確率および統計・演習
アルゴリズムとデータ構造Ⅰ・演習
アルゴリズムとデータ構造Ⅱ・演習
電子物性

○ 半導体デバイス工学
○ 統計的機械学習
○ 認知科学

光デバイス
○ ナノエレクトロニクス工学

高周波電子回路
伝送線路
組込みシステム

○ 群知能
○ 画像情報処理

データサイエンス
○ 電子材料

知能ロボット
人工知能
情報セキュリティ

○ ニューラルネットワーク
パワーエレクトロニクス
応用プログラミング・演習
情報数学
電子工学
電磁波工学
符号理論
アナログ電子回路
計算機制御・演習
量子力学

○ 薄膜デバイス工学
ディジタル信号処理・演習
計測工学
ネットワーク通信システム
回路設計・演習
結晶工学
無線通信工学
計算機アーキテクチャ

教育課程

専
攻
科
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学修プログラム No.→ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

学修プログラム名称→

数
理
解
析

現
象
の
数
理

情
報
科
学

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

リ
ア
ル
＆

バ
ー
チ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

応
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

人
工
知
能

電
子
デ
バ
イ
ス
・

マ
テ
リ
ア
ル

IoT

・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト
情
報

シ
ス
テ
ム

モ
バ
イ
ル

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学修プログラム修了要件単位（最低）数→ 14 14 14 科目群
A 14
B 14
C 14

12 12 12 12 12 12 12

主開講
課程 授業科目の名称

単
位
数

配当年次

機
械
工
学
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
課
程

材料力学Ⅰ 1 2 年 1 Q
材料力学Ⅱ 1 2 年 2 Q
流体工学Ⅰ 1 2 年 1 Q
流体工学Ⅱ 1 2 年 2 Q
熱力学Ⅰ 1 2 年 3 Q
熱力学Ⅱ 1 2 年 4 Q
振動工学Ⅰ 1 2 年 3 Q
材料力学Ⅲ 1 2 年 3 Q
粘性流体力学 1 2 年 3 Q
ディジタル電子制御Ⅰ 1 2 年 3 Q
機構学Ⅰ 1 2 年 3 Q
基礎機械材料学 1 2 年 3 Q
振動工学Ⅱ 1 2 年 4 Q
応用材料力学 1 2 年 4 Q
航空流体力学 1 2 年 4 Q
ディジタル電子制御Ⅱ 1 2 年 4 Q
機構学Ⅱ 1 2 年 4 Q
機械材料学 1 2 年 4 Q
機械要素 1 3 年 1 Q
計測工学Ⅰ 1 3 年 1 Q
弾性力学 1 3 年 1 Q
航空・宇宙工学 1 3 年 1 Q
熱工学Ⅰ 1 3 年 1 Q
制御系設計論Ⅰ 1 3 年 1 Q ○
計算力学実習Ⅰ 1 3 年 1 Q
メカトロニクスⅠ 1 3 年 1 Q ○
材料加工学 1 3 年 1 Q
ロボット実習 1 3 年 1 Q
計測工学Ⅱ 1 3 年 2 Q
構造力学 1 3 年 2 Q
自動車工学 1 3 年 2 Q
熱工学Ⅱ 1 3 年 2 Q
制御系設計論Ⅱ 1 3 年 2 Q
機械設計 1 3 年 2 Q
メカトロニクスⅡ 1 3 年 2 Q ○
機械加工学 1 3 年 2 Q
バイオメカニクス 1 3 年 3 Q
材料強度学Ⅰ 1 3 年 3 Q
伝熱工学Ⅰ 1 3 年 3 Q
ロボット工学Ⅰ 1 3 年 3 Q ○
解析力学 1 3 年 4 Q
材料強度学Ⅱ 1 3 年 4 Q
伝熱工学Ⅱ 1 3 年 4 Q
ロボット工学Ⅱ 1 3 年 4 Q

「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
「◎」＝学修プログラムを修了するための必修科目、「○」：学修プログラムを修了するための選択科目、「（A）（B）（C）」＝データサイエンスの科目群
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認してください。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）この一覧表に含まれる科目は、すべての課程で履修可能です。
2）主開講課程での科目区分は、「7．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目）」に記載のとおりです。
3）主開講課程以外での科目区分は、専門関連科目（選択）です。
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⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ←学修プログラム No.
先
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ザ
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境
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端
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（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

←学修プログラム名称

14 14 14 14 14 10 10 10 10 12 14 12 12 14 ←学修プログラム修了要件単位（最低）数

授業科目の名称

◎ ○ 材料力学Ⅰ
◎ 材料力学Ⅱ
◎ 流体工学Ⅰ
○ 流体工学Ⅱ
○ ◎ 熱力学Ⅰ
○ 熱力学Ⅱ

◎ 振動工学Ⅰ
◎ ○ ◎ 材料力学Ⅲ

○ 粘性流体力学
◎ ディジタル電子制御Ⅰ
○ ○ 機構学Ⅰ

◎ ◎ ◎ 基礎機械材料学
○ 振動工学Ⅱ
◎ ○ 応用材料力学

○ 航空流体力学
◎ ディジタル電子制御Ⅱ
○ 機構学Ⅱ

○ 機械材料学
◎ ◎ 機械要素

○ 計測工学Ⅰ
◎ ◎ ◎ 弾性力学

◎ ○ 航空・宇宙工学
◎ ◎ 熱工学Ⅰ

◎ ○ 制御系設計論Ⅰ
◎ ○ 計算力学実習Ⅰ

◎ メカトロニクスⅠ
◎ ◎ 材料加工学

○ ○ ロボット実習
○ 計測工学Ⅱ

○ ◎ 構造力学
○ 自動車工学
○ 熱工学Ⅱ

◎ 制御系設計論Ⅱ
○ 機械設計

◎ メカトロニクスⅡ
○ 機械加工学
◎ ◎ ○ バイオメカニクス
◎ ◎ 材料強度学Ⅰ

◎ ◎ 伝熱工学Ⅰ
◎ ◎ ロボット工学Ⅰ

○ ◎ ○ 解析力学
○ 材料強度学Ⅱ

○ ○ 伝熱工学Ⅱ
◎ ○ ロボット工学Ⅱ
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学修プログラム No.→ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

学修プログラム名称→

数
理
解
析

現
象
の
数
理

情
報
科
学

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

リ
ア
ル
＆

バ
ー
チ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

応
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

人
工
知
能

電
子
デ
バ
イ
ス
・

マ
テ
リ
ア
ル

IoT

・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト
情
報

シ
ス
テ
ム

モ
バ
イ
ル

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学修プログラム修了要件単位（最低）数→ 14 14 14 科目群
A 14
B 14
C 14

12 12 12 12 12 12 12

主開講
課程 授業科目の名称

単
位
数

配当年次

応
用
化
学
課
程

化学と社会 2 1 年 前期
化学と安全管理 2 2 年 前期
資源・エネルギーと環境 2 1 年 後期
電気化学Ⅰ 1 2 年 3 Q
電気化学Ⅱ 1 2 年 4 Q
アドバンスト電気化学 1 3 年 2 Q
分析化学 1 2 年 3 Q
機器分析化学 1 2 年 4 Q
アドバンスト機器分析化学Ⅰ 1 2 年 3 Q
アドバンスト機器分析化学Ⅱ 1 2 年 4 Q
結晶学入門Ⅰ 1 2 年 3 Q
結晶学入門Ⅱ 1 2 年 4 Q
固体物性化学Ⅰ 1 3 年 1 Q
固体物性化学Ⅱ 1 3 年 2 Q
セラミックス材料工学Ⅰ 1 3 年 1 Q
セラミックス材料工学Ⅱ 1 3 年 2 Q
構造解析学 1 3 年 3 Q
医薬品のプロセス化学 1 3 年 1 Q
有機化合物スペクトル解析入門Ⅰ 1 3 年 1 Q
有機化合物スペクトル解析入門Ⅱ 1 3 年 2 Q
光化学Ⅰ 1 3 年 3 Q
光化学Ⅱ 1 3 年 4 Q
逆合成解析化学Ⅰ 1 3 年 3 Q
逆合成解析化学Ⅱ 1 3 年 4 Q
高分子化学Ⅰ 1 2 年 3 Q
高分子化学Ⅱ 1 2 年 4 Q
高分子構造材料物性Ⅰ 1 3 年 3 Q
高分子構造材料物性Ⅱ 1 3 年 4 Q
高分子材料工学Ⅰ 1 3 年 3 Q
高分子材料工学Ⅱ 1 3 年 4 Q
生化学Ⅰ 1 2 年 3 Q
生化学Ⅱ 1 2 年 4 Q
分子集合化学 1 3 年 1 Q
バイオミメティックス 生物に倣ったものづくり 1 3 年 1 Q
界面化学 1 3 年 1 Q
バイオマテリアルⅠ 1 3 年 3 Q
バイオマテリアルⅡ 1 3 年 4 Q
量子材料科学Ⅰ 1 2 年 3 Q
量子材料科学Ⅱ 1 2 年 4 Q
半導体材料Ⅰ 1 3 年 1 Q
半導体材料Ⅱ 1 3 年 2 Q
ナノマテリアル 1 3 年 3 Q
アドバンスト環境化学Ⅰ 1 3 年 1 Q
アドバンスト環境化学Ⅱ 1 3 年 2 Q
循環系グリーンケミストリー 1 3 年 1 Q
食と分子科学 1 3 年 1 Q
化学工学 2 2 年 後期
反応工学 1 3 年 4 Q
エネルギー変換工学Ⅰ 1 3 年 1 Q
エネルギー変換工学Ⅱ 1 3 年 2 Q

「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
「◎」＝学修プログラムを修了するための必修科目、「○」：学修プログラムを修了するための選択科目、「（A）（B）（C）」＝データサイエンスの科目群
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認してください。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）この一覧表に含まれる科目は、すべての課程で履修可能です。
2）主開講課程での科目区分は、「7．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目）」に記載のとおりです。
3）主開講課程以外での科目区分は、専門関連科目（選択）です。
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攻
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⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ←学修プログラム No.
先
進
機
械
工
学

航
空
宇
宙

先
端
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

バ
イ
オ
ニ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン

先
進
エ
コ

マ
テ
リ
ア
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命
機
能
化
学

高
機
能
新
素
材

環
境
共
生

都
市
環
境

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

環
境
イ
ン
フ
ラ

生
物
多
様
性

サ
イ
エ
ン
ス

先
端
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

SD
Gs

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

←学修プログラム名称

14 14 14 14 14 10 10 10 10 12 14 12 12 14 ←学修プログラム修了要件単位（最低）数

授業科目の名称

○ 化学と社会
◎ 化学と安全管理
○ ○ ○ 資源・エネルギーと環境

○ 電気化学Ⅰ
○ 電気化学Ⅱ
○ アドバンスト電気化学

○ 分析化学
○ 機器分析化学
○ アドバンスト機器分析化学Ⅰ
○ アドバンスト機器分析化学Ⅱ

○ 結晶学入門Ⅰ
○ 結晶学入門Ⅱ

○ 固体物性化学Ⅰ
○ 固体物性化学Ⅱ

○ セラミックス材料工学Ⅰ
○ セラミックス材料工学Ⅱ

○ 構造解析学
○ 医薬品のプロセス化学
○ 有機化合物スペクトル解析入門Ⅰ
○ 有機化合物スペクトル解析入門Ⅱ
○ 光化学Ⅰ
○ 光化学Ⅱ
○ 逆合成解析化学Ⅰ
○ 逆合成解析化学Ⅱ

○ 高分子化学Ⅰ
○ 高分子化学Ⅱ
○ 高分子構造材料物性Ⅰ
○ 高分子構造材料物性Ⅱ
○ 高分子材料工学Ⅰ
○ 高分子材料工学Ⅱ

○ ○ 生化学Ⅰ
○ ○ 生化学Ⅱ

○ 分子集合化学
○ バイオミメティックス 生物に倣ったものづくり

○ 界面化学
○ ○ バイオマテリアルⅠ
○ ○ バイオマテリアルⅡ

○ 量子材料科学Ⅰ
○ 量子材料科学Ⅱ
○ 半導体材料Ⅰ
○ 半導体材料Ⅱ

○ ナノマテリアル
○ ○ アドバンスト環境化学Ⅰ

○ アドバンスト環境化学Ⅱ
○ ○ 循環系グリーンケミストリー

○ 食と分子科学
○ 化学工学
○ 反応工学

○ エネルギー変換工学Ⅰ
○ エネルギー変換工学Ⅱ
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攻
科
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学修プログラム No.→ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

学修プログラム名称→

数
理
解
析

現
象
の
数
理

情
報
科
学

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

リ
ア
ル
＆

バ
ー
チ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

応
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

人
工
知
能

電
子
デ
バ
イ
ス
・

マ
テ
リ
ア
ル

IoT

・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト
情
報

シ
ス
テ
ム

モ
バ
イ
ル

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学修プログラム修了要件単位（最低）数→ 14 14 14 科目群
A 14
B 14
C 14

12 12 12 12 12 12 12

主開講
課程 授業科目の名称

単
位
数

配当年次

環
境
生
態
工
学
課
程

環境実習ⅠA 1 1 年 1 Q
環境生態工学概論 2 1 年 前期
生態学概論Ⅰ 1 1 年 3 Q
生態学概論Ⅱ 1 1 年 4 Q
地域環境概論 A 1 1 年 2 Q
地域環境概論 B 1 1 年 1 Q
地球環境概論 A 1 1 年 3 Q
地球環境概論 B 1 1 年 4 Q
生物学概論 2 1 年 前期
環境分析化学実験 1 2 年 4 Q
環境実習ⅡA 1 2 年 2 Q
廃棄物・大気環境施設実験 1 3 年 1 Q
水環境施設実験 1 3 年 1 Q
進化学 1 1 年 4 Q
大気環境科学 1 1 年 4 Q
自然の浄化機構 1 2 年 1 Q
SDGs 概論 1 1 年 3 Q
里山の生態学 1 1 年 2 Q
生物資源利用 1 1 年 3 Q
水環境科学 1 1 年 2 Q
化学工学Ⅰ 1 2 年 1 Q
化学工学Ⅱ 1 2 年 2 Q
環境移動現象論 1 2 年 3 Q
環境経済学 1 2 年 2 Q
環境計測学 1 2 年 2 Q
環境社会学 1 2 年 1 Q
環境政策論 1 2 年 2 Q
環境調査 1 2 年 1 Q
環境微生物学 1 2 年 3 Q
環境倫理学 1 2 年 1 Q
気象学 1 2 年 1 Q
資源管理学及び演習 1 2 年 4 Q
資源循環論 1 2 年 3 Q
社会調査法及び演習 2 2 年 1 Q
水域生態学 1 2 年 4 Q
水理学 1 2 年 3 Q
製図学及び演習 2 2 年 2 Q
生理生態学 1 2 年 3 Q
先端技術 1 2 年 3 Q
測量学及び演習 2 2 年 1 Q
データサイエンス及び演習 1 2 年 4 Q
土壌地質学 1 2 年 2 Q
土木工学Ⅰ 1 2 年 1 Q
土木工学Ⅱ 1 2 年 2 Q
燃焼工学 1 2 年 4 Q
廃棄物管理学Ⅰ 1 2 年 3 Q
廃棄物管理学Ⅱ 1 2 年 4 Q
保全生態学 1 2 年 1 Q
水処理工学 1 2 年 4 Q
応用生態学 1 3 年 4 Q
環境アセスメント A 1 3 年 4 Q
環境アセスメント B 1 3 年 3 Q
環境毒性学 1 3 年 1 Q
空気調和工学 1 3 年 1 Q
群集生態学 1 3 年 1 Q
景観生態学 1 3 年 4 Q
下水道工学 1 3 年 4 Q
水道工学 1 3 年 3 Q
数値計算法基礎及び演習 1 3 年 4 Q
地理情報学 1 3 年 1 Q
排ガス処理工学 1 3 年 1 Q
廃棄物処理施設設計 1 3 年 4 Q
微生物生態学 1 3 年 4 Q
水処理施設設計 1 3 年 3 Q

「1 Q」＝第 1クォーター、「2 Q」＝第 2クォーター、「3 Q」＝第 3クォーター、「4 Q」＝第 4クォーター
「◎」＝学修プログラムを修了するための必修科目、「○」：学修プログラムを修了するための選択科目、「（A）（B）（C）」＝データサイエンスの科目群
カリキュラム改革等の都合上、別の学期に開講する科目があります。対象科目等の詳細は、履修要項 WEB サイトで確認してください。
（URL）https : //monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

注意事項
1 ）この一覧表に含まれる科目は、すべての課程で履修可能です。
2）主開講課程での科目区分は、「7．設置科目（専門基礎科目・専門応用科目）」に記載のとおりです。
3）主開講課程以外での科目区分は、専門関連科目（選択）です。
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⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ ㉕ ←学修プログラム No.
先
進
機
械
工
学

航
空
宇
宙

先
端
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

バ
イ
オ
ニ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン

先
進
エ
コ

マ
テ
リ
ア
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命
機
能
化
学

高
機
能
新
素
材

環
境
共
生

都
市
環
境

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

環
境
イ
ン
フ
ラ

生
物
多
様
性

サ
イ
エ
ン
ス

先
端
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

SD
Gs

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

←学修プログラム名称

14 14 14 14 14 10 10 10 10 12 14 12 12 14 ←学修プログラム修了要件単位（最低）数

授業科目の名称

○ ○ 環境実習ⅠA
○ 環境生態工学概論

○ 生態学概論Ⅰ
○ 生態学概論Ⅱ

○ ◎ 地域環境概論 A
○ ◎ 地域環境概論 B

◎ 地球環境概論 A
◎ 地球環境概論 B

◎ 生物学概論
○ 環境分析化学実験

○ 環境実習ⅡA
○ 廃棄物・大気環境施設実験
○ 水環境施設実験

○ ○ 進化学
○ ○ ○ 大気環境科学

○ ○ 自然の浄化機構
◎ SDGs 概論

○ ◎ 里山の生態学
○ ◎ 生物資源利用

○ ○ ○ ○ 水環境科学
◎ 化学工学Ⅰ
◎ 化学工学Ⅱ
◎ 環境移動現象論

○ 環境経済学
○ ◎ 環境計測学

○ 環境社会学
○ ○ 環境政策論

○ ○ 環境調査
○ ○ 環境微生物学

○ ○ 環境倫理学
○ ○ 気象学

◎ ○ 資源管理学及び演習
○ ○ 資源循環論

○ ○ 社会調査法及び演習
○ 水域生態学

○ ○ 水理学
○ 製図学及び演習

○ 生理生態学
◎ 先端技術

○ ○ 測量学及び演習
○ ◎ データサイエンス及び演習
○ ○ 土壌地質学

◎ 土木工学Ⅰ
◎ 土木工学Ⅱ

◎ 燃焼工学
○ 廃棄物管理学Ⅰ
○ 廃棄物管理学Ⅱ

◎ ○ 保全生態学
○ 水処理工学

○ 応用生態学
◎ ○ 環境アセスメント A
◎ ○ 環境アセスメント B

○ ○ ○ 環境毒性学
○ 空気調和工学

◎ 群集生態学
○ ○ ○ ○ 景観生態学

○ ○ ○ 下水道工学
○ ○ ○ 水道工学

○ 数値計算法基礎及び演習
◎ ○ ○ 地理情報学

○ 排ガス処理工学
◎ ○ ○ 廃棄物処理施設設計

○ ○ 微生物生態学
○ ○ 水処理施設設計
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